
広報 人と自然が織りなす 心豊かな協働の村

復興へのご支援に心から感謝します

２０１２
№ 542

５

今
日
か
ら
小
学
生
♪

４
月
９
日
の
小
学
校
入
学
式
。
担
任
に
名
前
を
呼
ば
れ
「
ハ
イ
」

と
元
気
な
返
事
を
す
る
畠
山
弥
来
ち
ゃ
ん
。（
関
連
記
事
10
㌻
）
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おかえりなさい 道

あいさつをする平野達男復興相㊧ファンファーレは田野畑小スクバンが演奏 運行再開を祝いテープカット

三陸鉄道は現在、皆さんの支援を受けながら、さまざまな車両で運行中

キット、ずっと号

手をつな号お座敷列車さんりくしおかぜ

2012年４月１日
田野畑－陸中野田間　運行再開

2がんばろう！田野畑

９時11分発久慈行き列車の出発。ホームや駅広場で万歳三唱の後、大漁旗や小旗を振って見送った

　
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
三
陸
鉄
道
。
震
災
か
ら
１
年
以
上

が
過
ぎ
た
４
月
１
日
、
本
村
の
線
路
に

三
鉄
車
両
の
姿
が
戻
り
ま
し
た
。

　
不
通
に
な
っ
て
い
た
田
野
畑

－

陸
中

野
田
間
の
運
行
再
開
。
こ
の
再
開
を
祝

い
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
田
野
畑
駅
で
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
陸
鉄
道
の
望
月
正
彦
社
長
は
「
地

域
の
生
活
の
足
と
し
て
、
そ
し
て
全
国

か
ら
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
」
と
力
強
く
運

行
再
開
宣
言
。
平
野
達
男
復
興
相
は
祝

辞
で
「
本
日
は
三
鉄
の
復
旧
と
い
う
点

に
と
ど
ま
ら
ず
、
三
陸
沿
岸
全
域
の
復

興
に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
記

念
す
べ
き
日
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
や
上
机
莞
治

村
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
は
駅
の
ホ
ー
ム

に
移
動
。
上
机
村
長
や
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ

友
の
会
の
宮
森
秀
幸
会
長
な
ど
が
運
行

再
開
を
祝
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
田
野

畑
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
が
鳴
り
響
く
と
、
会
場
は
大

き
な
喜
び
の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
三
鉄
は
午
前
９
時
11
分
、
大
漁
旗
や

小
旗
を
振
る
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、
た

く
さ
ん
の
乗
客
を
乗
せ
て
久
慈
に
向
か

い
出
発
し
ま
し
た
。

　
不
通
と
な
っ
て
い
る
田
野
畑

－

小
本

間
は
、
平
成
26
年
４
月
の
運
行
再
開
を

目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

三陸鉄道
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４
月
１
日
は
、
三
鉄
の
運
行
再
開
を

祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
会

場
と
な
っ
た
田
野
畑
駅
は
一
日
中
、
多

く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
た
の
が
村
の
子
ど
も
た
ち
。
た
の
は

た
児
童
館
と
若
桐
保
育
園
の
園
児
は
、

歌
手
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
２
人
と
一
緒

に
「
さ
ん
て
つ
の
う
た
♪
」
を
か
わ
い

ら
し
く
歌
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

　
田
野
畑
小
学
校
の
羅
賀
地
区
児
童
た

ち
は
大
宮
神
楽
を
軽
や
か
に
舞
い
、
羅

賀
婦
人
会
「
恋
の
リ
ア
ス
線
」
の
踊
り

に
は
、
会
場
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
も
飛
び

出
し
ま
し
た
。

　
駅
周
辺
で
は
、
羅
賀
婦
人
会
が
八
杯

豆
腐
や
イ
カ
焼
き
を
無
料
で
提
供
。
田

野
畑
産
カ
モ
肉
を
使
っ
た
カ
レ
ー
鍋
を

考
案
し
た
シ
ェ
フ
の
熊
谷
喜
八
さ
ん
も

訪
れ
、
そ
の
配
布
に
大
忙
し
。
Ｂ
級
グ

ル
メ
で
有
名
な
「
横
手
焼
き
そ
ば
」
の

テ
ン
ト
は
、
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
が

長
い
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
餅
ま
き
。
会
場

全
体
で
三
陸
鉄
道
の
運
行
再
開
を
祝
い

ま
し
た
。

　
島
越
の
駅
や
線
路
の
復
旧
は
も
う
少

し
時
間
が
か
り
ま
す
が
、
村
の
線
路
に

三
陸
鉄
道
の
車
両
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

マ
イ
レ
ー
ル
再
び
―
。

　
私
た
ち
全
員
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
三

陸
鉄
道
を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「さんてつのうた♪」はいっ
ぱいの人が見ていてちょっと恥
ずかしかったけど、楽しく踊れ
ました。運転士さんに花束を渡
す係をやったけど、笑顔になっ
てくれてとてもうれしかったで
す。三陸鉄道に乗って、久慈駅
前の「もぐらんぴあ・まちなか
水族館」に行ってみたいなぁ。

田野畑小１年

佐藤  まつり  　
さん

三鉄で水族館行きたい
　運行再開は地元も喜んでいる
し、私も張り切って仕事をして
います。本当に心待ちにしてい
ましたから。切符を売るという
場所だけじゃなく、みんなが集
まれる「心のよりどころ」のよ
うな空間に田野畑駅をしていき
たいと思います。１日でも早い
全線の運行再開も願っています。

田野畑駅勤務

小野寺 万
ま

壽
す

榮
え

 　
さん

心待ちにしていた再開

広報たのはた４月号と一緒に
配布した「田野畑－陸中野

田間復旧記念１日フリー切
符」の使用期限は５月31

日㈭までです。この機
会に、ぜひ三陸鉄道を

利用してください。

❶たのはた児童館と若桐保育園の園児たちがアンダーパス
の２人と一緒に「さんてつのうた♪」をダンス❷羅賀地区の
田野畑小児童は大宮神楽を軽やかに舞った❸「三鉄を勝
手に応援する会」から贈呈された木彫りのサッパ船長❹羅
賀婦人会の踊り「恋のリアス線」にはアンコールも飛び出
した❺田野畑村出身の鉄道ダンシキャラ「田野畑ユウ」も
入社❻駅舎は桜の花びらで彩られ「キット、ずっとカンパ
ネルラ田野畑駅」に。応援メッセージも書き込まれている

❶

❷❸

❹

❺

❻

記念切符の使用期限は
５月31日

田野畑ユウ　Profile

勤務地…田野畑駅
業　務…駅務、営業、三陸振興

に関する業務
出身地…田野畑村
趣　味…読書
好　物…乳製品、ワイン
その他…実家は酪農家。大学卒

業後、就職するも震災
を機に帰郷
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田
野
畑
小
学
校

田
野
畑
中
学
校

田
野
畑
分
署

中村 悟
さ と

史
し

　　　
副校長木村 かおり　　

教諭加藤 公
た だ し

　　
教諭舘洞 郷

さ と

志
し

　　
教諭滝川 加

か

奈
な

子
こ

　　
教諭

寺山 幸
さ ち

代
よ

　　
教諭堤 絹

き ぬ

子
こ

養護
教諭中村 一

ひ と

恵
え

事務
主任

富永 秀
ひ で

寿
と し

　　　
副校長大久保 士

し

郎
ろ う

　　
教諭瀧川 菜

な

美
み

子
こ

　　
教諭

花輪 忠
た だ

紘
ひ ろ

　　
講師藤井 紘

こ う

介
す け

　　
講師三浦 円

ま ど

果
か

　　
講師

尾形 桃
も も

子
こ

　　
講師倉本 恵

め ぐ み

すこやか
サポート

中村 敏
さ と し

消防
主任竹田 泰

や す

寛
ひ ろ

消防
主任植村 英

え い

治
じ

消防
士長横田 忠

た だ

憲
の り

消防　
副士長佐々木 祐

ゆ う

介
す け

　　
消防士

　
こ
の
春
、
村
に
異
動
し
て
き
た
小
学
校

と
中
学
校
の
教
職
員
、
広
域
消
防
田
野
畑

分
署
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

ようこそ

田
野
畑
村
へ

※中学校と兼務

■地域協働隊職員

行政区 担当職員 チーフ職員

北　山 平坂　　聡

久保　　豊机 向井　俊一

池　名 佐々木貞子

明　戸 工藤　光幸

早野　　円
羅　賀

大澤　　健

川畑　勝也

畠山　裕晃

田野畑 坂本　　大

石原　　弘

板　橋 佐藤　和子

西和野 前川　恵美

和　野 畠山　　哲

菅　窪 工藤　隆彦

七　滝 畠山　淳一

猿　山 佐々木賢司

佐々木　靖

大　芦 牧原美津子

真木沢 晴山美恵子

切　牛 佐々木　修

浜岩泉 角舘　　尚

島　越

早野　和彦

佐々木卓男大森　　泉

工藤　真樹

尾肝要・巣合 佐々木和也

佐藤　智佳

田代・萩牛 横山　順一

沼　袋 菊地　正次

甲　地 金子　和也

千　丈 田村　法也
※太字は新しく担当になった職員

■民生委員・児童委員
自立した日常生活を送るための
相談や福祉増進に携わります

行政区 氏　名

北　山 平坂　百子

机・池名 久保　トミ

明　戸 道合　勇一

羅　賀 熊谷裕美子

田野畑・板橋 畠山　和子

西和野 泉山　君子

和　野 三上　修一

菅　窪 畠山サエ子

七　滝 熊谷　キミ

猿　山 佐藤　徳雄

大　芦 牧原喜江子

真木沢 八重樫由美子

切　牛 現在、選出中

浜岩泉 熊谷喜枝子

島　越 下村　博光

尾肝要 向川原　嚴

巣　合 嘉藤　正義

田代・萩牛 熊谷　勤巳

沼　袋 金子　すみ

甲　地 藤島　貞人

千　丈 沼平　正治

■�主任児童委員（民生委員・児
童委員を兼ねています）

奥地キミ子（田野畑）

前原　静美（羅　賀）

■行政区長
住民と村を結ぶ役割をし、地区
行政の推進を図ります

行政区 氏　名

北　山 佐々木仁志

机 上村　繁幸

池　名 山根　　伸

明　戸 菊地　英公

羅　賀 大澤東二郎

羅賀仮設 畠山　忠男

田野畑 遠藤　誠治

西和野 畠山　勝美

和　野 三上　修一

菅　窪 畠山　　守

七　滝 畠山　球語

猿　山 熊谷　康記

大　芦 佐々木忠男

真木沢 畠山　幸一

切　牛 穂高　育雄

浜岩泉 田河原誠一

島　越 下村　博光

板　橋 奥地　好美

尾肝要 佐々木利明

巣　合 嘉藤　正義

萩　牛 野崎　利良

田　代 熊谷　裕典

沼　袋 秋田　秀昭

甲　地 佐々木完司

千　丈 畠山　静雄

■交通指導員

交通安全教室などで、交通安全
意識の高揚を図ります

役　職 氏　名

隊　長 牧原　寿一

副隊長 箱石　大典

隊　員

鍬形　　静

佐々木禮二郎

東　　千枝

行政区長などを
紹介します
皆さんと村を結ぶ役割などをする行政区長、民生委員、
交通指導員、地域協働隊職員を紹介します。（敬称略）
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23
年
度
に
い
た
だ
い
た
寄
付
の
政

策
メ
ニ
ュ
ー
別
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
自
然
環
境
の
保
全

　
　
12
万
円
（
２
件
）

②
農
山
漁
村
の
歴
史
文
化
の
保
存

　
　
２
万
円
（
２
件
）

③
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
整
備

　
　
11
万
円
（
５
件
）

④
福
祉
・
健
康
の
推
進

　
　
13
万
円
（
６
件
）

⑤
子
ど
も
の
教
育
・
少
子
化
対
策

　
　
90
万
５
千
円
（
33
件
）

⑥
指
定
な
し

　
　
５
８
０
万
円
（
34
件
）

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意

む
ら
づ
く
り
基
金 

の
概
要
を
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
に
導
入
し
た
「
田
野
畑
む
ら
づ
く
り
基
金
」
は
、
村
が
提
示
し

た
五
つ
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
皆
さ
ん
に
使
途
を
選
択
し
て
も
ら
い
寄
付
を
い

た
だ
く
も
の
。
村
へ
の
思
い
を
具
現
化
し
、
個
性
豊
か
で
活
力
が
あ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
第
５
期
と
な
る
23
年
度
は
、
全
国
各
地
の

皆
さ
ん
か
ら
７
０
８
万
５
千
円
（
82
件
）
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
19
～
23
年

度
の
基
金
総
額
は
２
１
１
１
万
円
余
り
（
３
７
５
件
、
運
用
益
含
む
）。
こ
こ

で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■メニュー別寄付の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　目 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合　計

①自然環境の保全 231,000 175,000 30,000 55,000 120,000 611,000

②歴史文化の保存 125,000 10,000 － 15,000 20,000 170,000

③自然エネルギー 55,000 10,000 － 30,000 110,000 205,000

④福祉・健康推進 215,000 170,000 40,000 265,000 130,000 820,000

⑤子どもの教育　 310,000 280,000 270,000 215,000 905,000 1,980,000

⑥指定なし　　　 1,733,000 862,149 3,480,000 5,416,300 5,800,000 17,291,449

寄付金計 2,669,000 1,507,149 3,820,000 5,996,300 7,085,000 21,077,449

運 用 益 － 2,823 12,307 11,950 5,532 32,612

基金合計 2,669,000 1,509,972 3,832,307 6,008,250 7,090,532 21,110,061

子どもの教育・少子化対策への寄付が多く寄せられた（資料写真・たのはた児童館初めての卒園児と保育士）

　
居
住
地
別
で
は
、
▼
本
村
25
万

円
（
９
件
）
▼
本
村
を
除
く
岩
手
県

47
万
円
（
17
件
）
▼
埼
玉
県
３
６
７

万
５
千
円
（
12
件
）
▼
東
京
都
96
万

円
（
13
件
）
▼
兵
庫
県
70
万
円
（
３

件
）
▼
新
潟
県
50
万
円
（
１
件
）
―

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
寄
付
に
は
「
さ
さ
や
か
な
応
援
で

す
け
ど
―
」「
田
野
畑
村
産
品
の
フ
ァ

ン
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
も
の
を

作
っ
て
―
」
な
ど
の
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
預
金
利
子
も
含
め
る
と
、
23
年
度

末
の
基
金
合
計
は
２
１
１
１
万
61
円

と
な
り
ま
し
た
。

政
策
メ
ニ
ュ
ー
別

寄
付
者
の
地
域
別

小学生がデザイン  新しいバス停

　
農
地
に
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、

農
振
除
外
申
し
出
（
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
す
る
手
続
き
）
と
、
農
地
転

用
許
可
（
人
為
的
に
農
地
を
農
地
以

外
の
も
の
に
す
る
こ
と
）
の
必
要
が

あ
り
ま
す
。
手
続
き
に
は
約
３
カ
月

を
要
し
ま
す
（
件
数
な
ど
に
よ
り
、

３
カ
月
以
上
の
可
能
性
も
あ
り
）。

し
か
も
、
一
度
申
し
出
を
受
け
付
け

る
と
、
そ
の
期
間
中
は
他
の
申
し
出

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
回
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影

響
で
住
宅
を
新
築
す
る
人
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
申
し
出
か
ら
許
可

ま
で
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
年

２
回
の
期
限
を
設
け
て
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

◆�

要
件
（
①
～
⑥
全
て
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
）

　
① 

住
宅
設
計
図
面
や
資
金
計
画
が

あ
り
住
宅
建
築
が
確
実

　
② 

緊
急
性
が
あ
り
、
農
用
地
区
域

以
外
に
代
わ
る
土
地
が
な
い

　
③ 

周
辺
農
地
の
利
用
や
農
作
業
の

効
率
化
に
支
障
が
な
い
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④ 

農
用
地
区
域
内
の
効
率
的
か
つ

担
い
手
な
ど
の
農
用
地
利
用
集

積
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い

　
⑤ 

土
地
改
良
施
設
の
有
す
る
機
能

に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い

　
⑥ 

土
地
改
良
事
業
な
ど
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
た
区
域
外

◆
必
要
書
類

　
①
申
出
書

　
② 

転
用
許
可
申
請
書
必
要
書
類

（
土
地
登
記
簿
謄
本
、
建
物
配

置
図
、
建
物
平
面
図
な
ど
）

※ 

住
宅
用
地
と
し
て
適
正
な
面
積
の

手
続
き
の
た
め
、
事
前
に
分
筆
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◆
受
付
期
限

　
①
６
月
29
日
㈮

　
②
平
成
25
年
２
月
28
日
㈭

※ 

申
し
出
状
況
に
よ
っ
て
期
限
を
変

更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予
定

し
て
い
る
人
は
、
事
前
に
産
業
振

興
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

◆�

申
し
出
・
問
い
合
わ
せ
先
…
産
業

振
興
課
（
☎
34
―
２
１
１
１
　
内

線
73
）

農
振
除
外
の
申
し
出

年
２
回
の
期
限
を
設
け
て
受
け
付
け
ま
す

最
初
の
期
限
は
６
月
末

　村は、東日本大震災で流出
した村内のバス停を再整備す
るため、昨年度、田野畑小全
校児童にデザインを依頼しま
した。寄せられた明るく夢の
ある173通りのバス停。その
中から村の自然や復興に向か
うイメージをデザインした、
６年の畑山雛

ひ な

花
か

さんと向井さ
やかさん（デザイン時は５年）
の作品を採用し、バス停を製
作しました。２人のデザイン
したバス停は、田野畑駅など
沿岸部のバス停で、皆さんの
安全な乗降を見守っています。

フラワーネイチャーバス停と向井さん畑山さんとツリーイズシャイニングバス停

☆や◇は明日への光みたいな感じで、
復興をイメージして描きました。私が
描いた絵より、すてきなバス停になっ
てうれしいです。

きれいな風景を見てみんなが笑顔にな
ればいいなと思い描きました。バス停
になってうれしいけど、いろんな人が
見るからちょっと恥ずかしいな。



みんなに見守られ23人が入学

牛乳配り交通安全を呼び掛け
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Tanohata　Topics

　田野畑小学校（早川幸
さ ち

男
お

校長、児童171人）
の入学式が４月９日、同校体育館で行われ
ました。在校生や保護者の温かい手拍子で
迎えられた23人の新入生。緊張の中、担任
に名前を呼ばれると「ハイ」と元気よく返
事をして小学生の仲間入りをしました。若
桐保育園の畠山厚

あ つ

子
こ

園長は「皆さんのこと
は上級生のお兄さんお姉さん、地域の人、
先生、お父さんお母さんが見守っています。
毎日の学校生活を元気いっぱい楽しんでく
ださい」とお祝いの言葉を送りました。 入学式を終えて初めての授業。緊張も解けて教室は笑顔でいっぱい

　村、交通安全協会田野畑支会、交通安全
母の会、岩泉警察署などは、春の全国交通
安全運動期間初日の４月６日、道の駅たの
はたで交通安全キャンペーンを実施しまし
た。小雪舞う肌寒い中、集まった約32人は
用意した交通安全啓発チラシ、夜光反射材、
たのはた牛乳をドライバーに配りながら交
通安全を呼び掛けました。お母さんと一緒
に参加した若桐保育園の後藤遥

はるか

ちゃん（５）
＝机＝は「安全運転をお願いします」と大
きな声で元気よく手渡していました。 子どもたちの元気な呼び掛けにドライバーも思わず笑顔

　４月18日、リアス倶楽部（畠山とし子施
設長）にピアノの贈りものが届きました。
３月11日に東京合唱団が開いた大震災追悼
チャリティーコンサート。その参加者全員
の願いがこもったアップライトピアノです。
施設利用者の皆さんは、さっそくピアノ伴
奏に合わせて合唱。「春が来た」「こいのぼ
り」「ふるさと」を楽しく歌いました。畠
山施設長は「利用者からは、職員が弾いて
くれたら歌いたいとの声がある。レクなど
で活用していきたい」と話していました。

真新しい制服まとい中学生に
　田野畑中学校（佐々木幸

さ ち

彦
ひ こ

校長、生徒
120人）の入学式が４月６日、同校体育館
で開催され、真新しい制服に身を包んだ
31人が中学校生活をスタートさせました。
佐々木校長は「学校生活が楽しくなるかど
うかは自分次第。チェンジとチャレンジを
大切にしよう」と式辞。新入生を代表した
畠山玄

げ ん

君は「自分から進んで行動し、行動
に責任を持ちます。出会えた31人の同級生
と力を合わせ助け合い、喜びを分かち合え
る仲間になります」と力強く誓いました。新入生を代表して誓いの言葉を述べる畠山玄君

さんてつのうた体いっぱいで
　若桐保育園とたのはた児童館は３月27日、
三陸鉄道の田野畑－陸中野田間の運行再開
イベントで踊る「さんてつのうた♪」の練
習を行いました。同曲を作ったアンダーパ
スの２人が来村。初めは緊張気味だった園
児たちも、音楽に合わせて踊ったり歌った
りすると元気いっぱいになり、体いっぱい
で踊っていました。アンダーパスの２人は
「４月１日の当日は、子どもたちのパワー
で未来につながるような雰囲気になるは
ず」と共演を楽しみにしていました。

村の話題Tanohata　Topics

リアス倶楽部にピアノが届く

ピアノ伴奏で「ふるさと」を歌う施設利用者の皆さん

元気いっぱい体いっぱいで踊るたのはた児童館の園児たち

参加者からはさまざまな意見やアイデアが出された

　机浜番屋群再生プロジェクト（実行委員
長・上机莞治村長）の第１回ワークショッ
プを３月31日、山海ろばたハウスで開催し
ました。ワークショップには番屋の所有者
や全国のサポーターなど番屋群に思いを寄
せる約25人が参加。「郷土料理を提供した
らどうか」「漁師の作業風景が分かるよう
に」など、番屋群の在り方や活用方法など
のアイデアが数多く出されました。これら
の意見などを基に、本年度は番屋再生の構
想や設計に着手する予定です。

番屋群再生に向け意見交換会
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お知らせ
火　災

（３月22日～４月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　３件
無火災の連続記録

（４月20日現在）48日

人口と世帯
４月１日現在 (　) は前月比

 人口　  3,852人（-11）
 　男　  1,896人（- 4）
 　女　  1,956人（- 7）
 世帯  1,434世帯（- 3）

お知らせ

　北山崎の自然を守る会では、
日本野鳥の会宮古支部長を案内
人に、北山崎自然遊歩道周辺で
野鳥の観察会を開催します。
◆日時…５月19日㈯
　　　　午前９時～正午
◆場所…北山崎駐車場に集合
◆�参加料…無料
◆申込期限…５月18日㈮
◆�申し込み・問い合わせ先…体
験村・たのはたネットワーク
（☎37-1211）

   野鳥観察会に参加しませんか

◆�助成期間…就学時から15歳に
達した３月31日まで

◆�対象医療機関…保健医療機関
および保険薬局

◆�給付方法…医療機関の窓口で
いったん医療費の自己負担分
を支払った後、役場に申請

◆�申請方法…医療費（一部負担
金）の領収書、健康保険証、
金融機関の口座番号（保険者
名義）、印鑑を持参。役場で
所定の用紙に記入して申請

◆�申請・問い合わせ先…生活環
　 境課（☎34-2114　内線25）

   小中学生の医療費を助成中

　「音楽の力で未来の扉を拓こ
う」と題し、２組の実力派を迎
えて復興音楽祭を開催します。
◆�日時・場所（Ｐはパリャーソ、

Ｄはドンアルマスが出演）
　５月18日㈮
　Ｐ13:30～15:00　野田中学校
　Ｄ13:30～15:00　小本中学校
　19日㈯
　Ｐ 9:20～10:40　三鉄車内
　Ｐ11:00～12:00　普代駅前
　Ｐ12:20～13:20　三鉄車内
　Ｄ 9:40～11:30　三鉄車内
　Ｄ14:00～15:00　田野畑駅
　20日㈰
ＰＤ10:00～12:00　アンバーホール
◆�入場料…無料（20日のアンバ
ーホールのみ整理券が必要）

◆�問い合わせ先…県北広域振興
局産業振興課（☎0194-53-4981）

   岩手三陸復興音楽祭を開催

　　再講習
◆�日時…６月25日㈪
　　　　午後１時30分～４時
◆�対象…収容人数300人以上の
施設の防火管理者、または選
任される予定の人

◆定員…20人
◆受講料…1,470円（テキスト代）
　　新規講習
◆日時…６月26日㈫～27日㈬
　26日㈫・ 午前８時40分～午後

４時10分
　27日㈬・ 午前８時50分～午後

３時10分
◆�対象…防火管理上、管理的ま
たは監督的な地位にある人

◆定員…100人
◆�受講料…3,800円（テキスト代）
　　共通事項
◆場所…宮古消防本部体育館
◆�受付期間…５月14日㈪～６月
８日㈮

　※定員になりしだい締め切り
◆�申し込み・問い合わせ先…消
防田野畑分署（☎34-2100）

   防火管理者講習会を開催

　宮古地区広域行政組合では、
フリーマーケットの出店者を募
集しています。
◆�出店資格…宮古広域管内に住
所を有する人

◆�募集店舗…30店（出店は無料）
　売り場面積は2.5㍍×2.5㍍
◆開催日時…５月27日㈰
　午前９時～正午　※雨天中止
◆�開催場所…みやこ広域リサイ
クルセンター内敷地

◆申込期限…５月24日㈭
◆�申し込み・問い合わせ先…宮
古広域リサイクルセンター
（☎0193-64-7111）

   フリーマーケット出店者募集

◆�対象…40～74歳で人間ドック
を受診した人。（全ての医療
機関での受診が対象）

◆�助成額…課税状況により１万
～２万円（３年に１回の助成）

◆�申請方法…検診結果の写しに
領収書または受診証明書を添
えて、保健福祉課に申請

◆�その他…平成24年４月１日以
降の受診分が対象

◆�申請・問い合わせ先…保健福
祉課（☎33-3102）

   人間ドック受診に助成金交付

　話し相手がほしい人、お菓子
作りなどで楽しい時間を過ごし
たい人など、同じような経験や
思いを持った仲間と悩みや苦手
を相談し合いませんか。
◆�日時…５月９日㈬
　　　　午前10時～正午
◆�場所…村保健センター
◆�対象…精神科に通院しながら
治療を受けている人

◆申込期限…５月７日㈪
◆�申し込み・問い合わせ先…宮
古圏域障がい者福祉推進ネッ
ト（☎0193-64-7878）

   精神科通院者の集いを開催

　村は、行政情報を公開してい
ます。手続き方法など詳しい内
容は問い合わせてください。
◆平成23年度の公開実施状況
　・開示請求件数　５件
　・開示決定等件数　４件
　・異議申立件数　０件
◆�問い合わせ先…総務課（☎
34-2111　内線11）

   行政情報を公開しています村消防団大演習を開催
皆さんの参観・激励を　津波など震災が直接の原因と

なる死亡とは別に、震災後の避
難所生活など環境の変化により
体調を崩して死亡した場合、災
害関連死として弔慰金の支給対
象になる場合があります。詳し
い内容などは政策推進課に相談
してください。
◆事例
　① 津波にのまれたことで肺炎
になり、悪化して死亡

　② ライフラインの停止で十分
な医療や介護を受けられず、
衰弱して死亡

　③ 寒さに耐えながらの避難所
生活で衰弱して死亡　など

◆支給…審査会で審査して支給
◆�届け出・問い合わせ先…政策
推進課（☎34-2111　内線61）

   災害関連死にも弔慰金支給

　仕事、お金、病気、人間関係
や法律など生活の困りごとに無
料でお答えします。村外の専門
家が対応し、秘密は守られます
ので、安心してご相談ください。
◆�日時…５月10日㈭、24日㈭
　　　　午前10時～正午
◆�場所…村保健センター
◆�申込期限…開催日の前日（申
し込まなくても相談できます
が、申込者優先となります）

◆�申し込み・問い合わせ先…こ
れからのくらし相談室・宮古
（☎0193-64-2400）、保健福祉
課（☎33-3102）

   くらしのなんでも相談会を開催

　県と村は、東日本大震災で滅
失した事業所が村内で事業を再
開する場合、次のような支援を
行います。
◆�内容…滅失した事業用資産の
うち、事業再開に不可欠な建
物、付属設備、構築物、機械、
装置の取得経費
　 補助率…補助対象経費の２分
の１以内

　�限度額…製造業と宿泊業2000

万円、それ以外300万円
◆要件
　① 取得費100万円以上。ただ
し、機械や装置で一部対象
とならないものがあります

　② 事業再開年度から３年後の
年度末までに、被災時の従
業員数を回復すること

◆�対象期間…平成23年３月11日
以降に実施したもの。さかの
ぼっての適用が可能です

◆�申し込み・問い合わせ先…政
策推進課（☎34-2111 内線63）、
村商工会（☎34-2304）

   中小企業など事業再開を支援

◆�作業内容…シイタケなどの栽
培、収穫、パック詰め作業など

◆�募集人数…若干名
◆賃金…時給 650円～
◆�作業時間…午前８年～午後５

時（時間は応相談）
◆�応募期限…期限は設けず、随
時受け付けています

◆�応募方法…履歴書（写真付き）
を提出してください（郵送可）。

　 後日、面接の日時などをお知
らせします

◆�応募・問い合わせ先…㈱サン
マッシュ田野畑（〒028-8407

田野畑村松前沢 54-8　☎37-

3570）

   サンマッシュでパート社員募集

◆�日時…６月20日㈬
　　　　午後１時30分～４時
◆�場所…宮古市民総合体育館
（シーアリーナ）

◆�内容…一般求職者との個別面
談、就職相談など

◆申込期限…５月31日㈭
◆�申し込み・問い合わせ先…宮
古地域雇用対策協議会（宮古
公共職業安定所内　☎0193-

63-8609）

   就職面接会の参加企業募集

◆�日時…５月27日㈰
　　　　午前８時～11時45分
◆�主会場…田野畑小学校
◆放水訓練…沼袋・農村環境改善センター（10時30分ころ）
◆分列行進…沼袋・田野畑交通付近（10時45分ころ）
◆�問い合わせ先…消防田野畑分署（☎34-2100）
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おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (５月21日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で５名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ�１　三鉄に入社した本村出身
の鉄道ダンシキャラは？

　　Ａ）恋し浜レン
　　Ｂ）田野畑ユウ

Ｑ�２　小学生がデザインし、田
野畑駅などに設置したのは？

　　Ａ）バス停
　　Ｂ）待合室

Ｑ�３　５月27日に村消防団が行
うのは？

　　Ａ）山火事防止パレード
　　Ｂ）大演習

■前号（４月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ、Ｑ２→Ｂ、Ｑ３→Ａ
■当選者（敬称略）
　�鍬形タヨ（田野畑）、上山明美

（田野畑）、熊谷タマ（花巻市）、
中村志会之助（埼玉県）、里見
恵美子（神奈川県）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（４月20日現在）2114万2,449円

378件（村内91件、県内120件、県外167件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111   内線15）までご連絡ください。

〔平成24年３月届け出分〕
（一部敬称略）

●生まれた赤ちゃん
　砂森　詩乃（しの）ちゃん

博幸・円　　真木沢

　渡部　沙羅（さら）ちゃん
泰成・悠子　真木沢

　佐藤　新菜（にいな）ちゃん
正教・美紀子　西和野

♥ご結婚おめでとう
　山根　雄斗　　羅　賀 

♥羅　賀
　阿部　美里　　岩泉町

■ご冥福をお祈りいたします
　廣　内　喜　平（80）　羅　賀
　根木地　ス　ヱ（85）　池　名
　佐々木　　昇 （95）　菅　窪
　佐々木　タマエ（91）　切　牛
　工　藤　留　治（93）　和　野

役立ちカレンダー　　　　　   　期間：５月１日㈫～６月３日㈰

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

５月
１日 ㈫ 固定資産税１期、軽自動車税納

期限
税務課
　（内線31・32）

14日 ㈪ 定期健康相談 保健センター 10:00 ～
11:30

保健福祉課
　（☎33-3102）

16日 ㈬ 乳児健診 健診センター 13:00 ～
15:30

保健福祉課
　（☎33-3102）

20日 ㈰ 田野畑中体育祭 中学校グラウンド 9:00 ～
14:30

田野畑中
　（☎34-2301）

23日 ㈬
巡回狂犬病予防接種 詳しい巡回日程は本紙14ページを

確認してください
生活環境課
　（内線21）

24日 ㈭

27日 ㈰ 村消防団大演習 田野畑小学校他 8:00 ～
11:45

消防田野畑分署
　（☎34-2100）

28日 ㈪ 定期健康相談 保健センター 10:00 ～
11:30

保健福祉課
　（☎33-3102）

６月
３日 ㈰ 田野畑小運動会 小学校グラウンド 9:00 ～

14:55
田野畑小
　（☎34-2050）

役場☎34-2111 ／教育委員会☎34-2226 ／医科診療所☎33-3101 ／歯科診療所☎33-3100 ／保健福祉課☎33-3102

はまなす号巡回カレンダー　        期間：５月23日㈬～24日㈭
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

５月23日  ㈬
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

５月23日  ㈬
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

５月24日  ㈭
産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:40
甲地公民館 10:50 ～ 11:05

◆問い合わせ先…教育
　委員会（☎ 34-2226）

1414がんばろう！田野畑

■狂犬病予防接種の巡回日程

日　時 場　所

５
月
23
日
㈬

9:00 七　滝・ 地区公民館

9:15 七　滝・ 鉄山口バス停付近

9:40 猿　山・ 消防屯所前

10:00 大　芦・ 牧原商店前

10:20 浜岩泉・ 地区公民館

10:50 真木沢・ 地区公民館

11:10 切　牛・ 望洋館

11:30 島　越・ 防災センター

11:45 島　越・ 松前沢バス停付近

13:20 羅　賀・ 旧平井賀駐在所付近

13:35 羅　賀・ 旧羅賀児童館

13:50 明　戸・ 地区公民館

14:05 池　名・ 地区公民館

14:25 　机　・ 拓心館

14:50 北　山・ 北山崎入口付近

15:45 田野畑・ 地区公民館

16:00 田野畑・ 四方見山公園

５
月
24
日
㈭

9:00 千　丈・ 地区公民館

9:20 甲　地・ 三沢バス停～日向バス停

9:35 甲　地・ 細沢バス停付近

9:50 甲　地・ 甲地バス停付近

10:05 甲　地・ 地区公民館

10:25 田　代・ 地区公民館

10:50 沼　袋・ 旧フクゼン

11:10 巣　合・ 地区公民館

11:25 尾肝要・ 佐々木治助氏宅付近

11:55 板　橋・ 地区公民館

13:40 西和野・ 農協裏の広場

14:15 和　野・ 民宿藤波前

14:30 アズビィ仮設住宅団地

14:45 高校仮設住宅団地集会所

15:00 中学校仮設住宅団地集会所

15:30 菅　窪・ 畠山正一氏宅付近

※�時間は受付終了時間です。時間を過ぎ
たら次の場所に移動します。10分前
に到着する予定ですが、多少遅れる場
合もありますので了承ください

　

忘
れ
ず
に
予
防
接
種
を

　
５
月
10
日
ご
ろ
、
犬
を
登
録
し
て
い
る

人
に
「
平
成
24
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
票

交
付
者
個
票
」
を
郵
送
し
ま
す
。
予
防
接

種
を
受
け
る
と
き
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
届
か
な
く
て
も
飼
い
犬
が

い
れ
ば
接
種
が
必
要
で
す
。

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

◆�

訪
問
注
射
…
巡
回
場
所
で
の
接
種
が

難
し
い
場
合
は
、
訪
問
注
射
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
す
る
人
は
５

月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

◆�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
生
活

環
境
課（
☎
34
―
２
１
１
４ 

内
線
21
）

　

本
年
度
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
５
月
23
日
と
24
日
、
村

内
各
地
区
を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
。都
合
の
良
い
時
間
・

場
所
で
飼
い
犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬愛

犬
守

狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
実
施

愛
犬
を
狂
犬
病
か
ら
守
ろ
う

守
ろ
う
。
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

　
犬
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
苦
手
な
人
、
嫌
い
な

人
も
き
っ
と
い
ま
す
。
あ
な
た
と

愛
犬
の
関
係
が
う
ま
く
い
き
、
毎

日
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
て
も
、
誰

か
に
迷
惑
を
か
け
て
い
た
ら
正
し

い
飼
い
方
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

①
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い

　
犬
の
放
し
飼
い
は
県
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
や
早
朝

で
あ
っ
て
も
犬
を
放
す
こ
と
は
い

け
ま
せ
ん
。
散
歩
に
出
掛
け
る
と

き
も
、
き
ち
ん
と
引
き
綱
を
付
け

て
く
だ
さ
い

②
道
路
や
公
園
で
排
便
さ
せ
な
い

　
道
路
、
公
園
、
他
人
の
土
地
な

ど
は
犬
の
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
散
歩
に
出
掛
け

る
と
き
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を

携
帯
し
、
ふ
ん
の
後
始
末
を
き
ち

ん
と
し
て
く
だ
さ
い

　
他
人
に
迷
惑
や
危
害
を
加
え
な

い
よ
う
に
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
、
家
族
の
一
員
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◆�

対
象
…
生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
犬

◆�
料
金
…
注
射
の
み
３
１
０
０
円
、
注

射
と
新
規
登
録
６
１
０
０
円
（
訪
問

注
射
は
１
０
０
０
円
加
算
）
※
釣
り

銭
が
要
ら
な
い
よ
う
に
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

◆�

新
規
登
録
…
新
た
に
登
録
す
る
場
合

は
、
▼
種
類
▼
毛
色
▼
性
別
▼
名
前

▼
生
年
月
日
―
を
接
種
場
所
で
係
員
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（
第
14
号
）

・
２
億
３
４
９
１
万
９
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
１
２
６
億
５
４
９
６
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。

●
平
成
23
年
度
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
事
業
勘
定
　
７
２
１
万
５
千
円
を
減

額
し
、
総
額
を
６
億
８
万
３
千
円
と
す

る
も
の
。

・
直
診
勘
定
　
39
万
９
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
億
５
３
８
２
万
６
千
円
と
す

る
も
の
。

●
平
成
23
年
度
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

・
１
０
６
９
万
１
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
２
億
１
３
７
４
万
円
と
す
る
も
の
。

●
平
成
23
年
度
村
集
落
排
水
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
２
３
７
３
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
３
億
１
４
２
万
１
千
円
と
す
る
も

の
。

●
平
成
23
年
度
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
保
険
事
業
勘
定
　
１
４
１
４
万
９
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
４
億
８
８
２
４

万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
　
２
１
１

万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
５
３

万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

●
平
成
23
年
度
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
２
２
７
万
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
２
７
１
７
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

３月
 村議会だより

※村議会だよりは広報編集委員会（委員長・工藤求議員）で編集したものです

　平成24年度予算などを審議する第３回村議会定例会を３月９日

から16日まで行い、23年度一般会計補正予算を含む21議案を可決
しました。24年度当初予算など関連議案は、予算特別委員会（委
員長・佐々木功夫議員、副委員長・中村勝明議員）に付託して審
議。一般質問には、中村勝明議員、菊地大議員、宮森鋭幸議員の
３人が登壇し、当面する村政の問題について質問しました。

一
　
般
　
質
　
問

中
村 

勝
明
議
員

〈
質
問
〉　
仮
設
住
宅
で
、
風
呂
に
追
い

炊
き
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求

が
結
構
多
い
。
設
置
責
任
は
県
に
あ
る

と
思
う
が
、
村
と
し
て
県
に
強
く
要
望

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

〈
村
長
〉　
ど
こ
の
町
村
か
ら
も
要
望
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
国
に
要
望
し
て
お
り

ま
す
が
、
本
県
の
場
合
も
町
村
会
あ
る

い
は
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国
に
も
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
で
は
多

額
の
経
費
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
い

い
回
答
は
い
た
だ
け
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
共
に
要

望
し
て
ま
い
り
た
い
。

〈
質
問
〉　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

待
機
者
は
県
の
調
査
で
は
県
全
体
で

６
１
８
３
人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
早
期
入
所
が
必
要
な
人
が

１
２
５
３
人
で
村
の
待
機
者
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　

県
が
行
っ
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
実
態
調
査
の
結
果

に
よ
り
ま
す
と
、
本
村
は
23
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
入
所
待
機
者
の
生
活
場

所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
在
宅
が
11
人
、

老
人
保
健
施
設
が
３
人
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
４
人
、
病
院
等
の
入
院
が
２

人
、
そ
の
他
３
人
と
い
う
内
容
で
す
。

●
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
復
興
を
促
進
す
る
た
め
復
興
対
策
課

を
新
設
。

●
村
長
及
び
副
村
長
の
給
与
等
の
減
額

に
関
す
る
条
例

・
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
25
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
、
村
長
は
３
万
３
千
円
、

副
村
長
は
２
万
２
千
円
を
減
じ
た
額
と

す
る
こ
と
。

●
村
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
条
例

・
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
全
壊

流
出
し
た
施
設
を
廃
止
す
る
た
め
の
所

要
の
改
正
（
漁
港
環
境
整
備
施
設
の
炊

事
棟
他
６
施
設
）。

●
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

伴
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
を
設
定
す
る
た
め
の
所

要
の
改
正
。

●
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
村
介
護
保
険

料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

の
所
要
の
改
正
。

●
村
堆
肥
処
理
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
指
定
管
理
者
に
㈳
田
野
畑
村
産
業
開

発
公
社
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
村
製
氷
貯
氷
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
指
定
管
理
者
に
田
野
畑
村
漁
業
協
同

組
合
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
村
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
並
び
に

村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
指
定
管
理
者
に
社
会
福
祉
法
人
寿
生

会
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
副
村
長
の
選
任
に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
藤
正
勝
副
村
長
が
平
成
24
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
関

し
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
藤
島
秋
男
委
員
が
平
成
24
年
６
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
後
任
に
畠
山
と
し
子
氏（
61
）＝
菅

窪
＝
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

●
平
成
23
年
度
村
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
24
年
度
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
１
２
５
億
２
４
０
０
万
円

前
年
度
当
初
予
算
の
３
・
８
倍
に

議
決
し
た
主
な
議
案
等

〈
質
問
〉　
村
の
漁
業
協
同
組
合
の
昨
年

の
決
算
を
見
ま
す
と
、
欠
損
額
が
３
億

８
３
４
７
万
円
余
り
と
増
大
し
、
債
務

超
過
も
２
億
２
９
９
９
万
円
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
事
業
計
画
書
に
組
合
運
営

の
抜
本
的
な
見
直
し
経
営
基
盤
の
安
定

を
図
る
と
あ
り
、
村
と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
場

あ
る
い
は
漁
協
の
施
設
な
ど
が
す
べ
て

流
失
し
た
わ
け
で
、
大
き
な
損
失
を

被
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
漁

協
の
総
会
資
料
に
よ
る
と
、
津
波
の
災

害
損
失
が
３
億
７
０
０
万
円
余
り
と

な
っ
て
お
り
、
経
営
上
大
変
な
状
況
な

わ
け
で
累
積
に
つ
い
て
は
２
億
３
０
０

０
万
円
ぐ
ら
い
の
債
務
超
過
と
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
復
興
に
向

け
て
役
職
員
一
体
と
な
り
懸
命
の
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
漁
協
と
協
調
し
な

が
ら
経
営
の
安
定
に
は
支
援
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ら
は
全
行
程
が
動
き
出
す
よ
う
で
あ
り

ま
す
。
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
、
防
災
の
地

域
づ
く
り
、
生
活
の
再
建
、
地
域
振
興

の
各
項
目
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
復
興
基
本
計
画
に
よ
る
復
興

の
進
捗
状
況
は
、
二
度
と
津
波
で
人
命

を
失
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、
高
台
移
転
を
実
施
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
地
権
者
か
ら
も
了
解
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
４
月
以
降
に
造
成
な
ど

の
実
施
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
営
住
宅
な
ど
も
建
築
場
所
は
決
定
し

て
お
り
、
新
年
度
造
成
が
完
了
次
第
、

公
営
住
宅
の
建
築
に
は
移
っ
て
ま
い
り

た
い
。
な
お
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
実
施
し
て
い
な
い
サ
ケ
の
ふ
化
場

な
ど
も
実
施
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

〈
質
問
〉　
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
安
全
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
は
責
務
だ
と
感
じ
る
。

そ
の
中
で
安
全
対
策
、
避
難
対
策
、
避

難
設
備
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
安
全
に
は
十
分
配
慮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
は
３
階
ま
で
は
一
応
被
災
し

た
わ
け
で
あ
り
、
３
階
ま
で
の
宿
泊
は

行
わ
な
い
こ
と
で
、
４
階
以
上
に
宿
泊

場
所
を
移
動
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
建
物
そ
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
に
構
造
上
は
問
題
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
今
設
計
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
避
難
な
ど
を
行
う
場
合
ど
の
よ
う

菊地 大議
員

佐々木 功夫　　　
委員長中村 勝明　　　　

副委員長

〈
質
問
〉　
復
興
基
本
計
画
に
基
づ
き

着
々
と
動
き
出
し
、
そ
の
復
興
基
本
計

画
の
工
程
か
ら
24
年
度
初
め
、
来
月
か
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な
方
法
が
一
番
い
い
か
設
計
で
反
映
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
質
問
〉　
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田
野
畑
の
経

営
状
況
が
新
聞
に
報
道
さ
れ
、
被
災
の

影
響
も
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
局
面
か

と
は
感
じ
ま
す
が
、
環
境
を
含
め
て
今

後
の
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
先
般
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
の

は
22
年
決
算
の
内
容
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田
野
畑
は
、
21
年
に
設

備
を
し
実
質
は
22
年
の
３
月
か
ら
経
営

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
設
備
投
資
な
ど

の
問
題
も
あ
り
大
幅
な
債
務
超
過
と
い

う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

23
年
は
３
月
11
日
の
震
災
で
停
電
が
続

い
た
こ
と
も
あ
り
、
菌
床
の
製
造
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
面
も
ご
ざ
い
ま

す
。
一
応
当
初
の
経
営
の
中
で
は
５
年

目
以
降
か
ら
は
赤
字
を
解
消
す
る
と
い

う
よ
う
な
、
当
初
か
ら
の
経
営
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
早
期
に

黒
字
に
転
換
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
心
配
な
の
は
、
今
原
発
の
風
評
被

害
こ
の
問
題
が
出
始
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
が
非
常
に
心
配
の
種
で
も
ご

ざ
い
ま
す
。

宮森 鋭幸議
員

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
福
祉
対
策
お
よ
び

保
育
料
や
中
学
校
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
な
ど
、
子
育
て
環
境
に
優
し
い
施

策
を
講
じ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
後
と

も
こ
れ
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

〈
質
問
〉　
教
育
立
村
を
掲
げ
た
村
、
昭

和
49
年
１
村
１
校
に
統
合
さ
れ
た
中
学

校
寄
宿
舎
、
当
時
全
寮
制
と
い
う
こ
と

で
全
国
か
ら
注
目
の
的
と
な
っ
た
。
あ

の
日
か
ら
数
え
て
若
桐
寮
も
約
40
年
の

歳
月
が
流
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

〈
教
育
長
〉　
長
い
間
本
村
の
中
学
校
教

育
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
大
変
貴
重
な

建
物
で
す
。
平
成
21
年
８
月
に
設
置
条

例
を
改
正
し
て
、
こ
れ
は
寄
宿
舎
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
休
寮

状
態
で
は
な
く
、
今
は
廃
止
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
て
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
全
部
遮
断
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
震
災
後
の
仮
設
避

難
場
所
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
、
あ

る
い
は
、
早
稲
田
大
学
の
思
惟
の
森
の

会
の
宿
泊
場
所
、
青
鹿
寮
が
非
常
に
老

朽
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
活
用
で
き

な
い
か
な
ど
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

実
現
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
改
修
工
事

に
相
当
の
お
金
が
見
込
ま
れ
、
今
後
い

ろ
ん
な
補
助
制
度
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
有
利
な
助
成
が
い
た
だ
け

な
い
か
も
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

〈
質
問
〉　
羅
賀
、
島
越
地
区
の
宅
地
造

成
、
敷
地
造
成
の
着
工
時
期
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
敷
地
の
造
成
は
、
24
年
度
の

早
い
時
期
か
ら
順
次
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
被

災
者
の
方
々
に
は
説
明
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
が
、
今
月
中
に
も
説
明
を
し
て

い
き
ま
す
し
、
今
後
も
何
回
で
も
具
体

的
な
も
の
が
詰
ま
っ
た
段
階
で
相
談
を

申
し
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

〈
質
問
〉　
人
口
の
減
少
と
と
も
に
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
若
者
の
い
な
い
と
こ

ろ
は
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
今

日
ま
で
行
政
は
こ
の
対
策
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
、
今
後
若
者
の
定
住
対
策

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
地
域
で
の
行
政
は
定
住
対
策
、

過
疎
対
策
が
中
心
で
す
べ
て
の
行
政
を

賄
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
第

１
次
産
業
を
含
め
た
就
業
機
会
の
確
保

や
雇
用
対
策
、
あ
る
い
は
担
い
手
対
策

な
ど
も
行
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
も
若
い
人
た
ち
の
た
め
住
み
よ

い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

含
め
て
今
後
の
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

討
　
　
　
論

　
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し
た
24
年

度
予
算
に
つ
い
て
反
対
の
立
場
か
ら
中

村
勝
明
議
員
と
宮
森
鋭
幸
議
員
、
賛
成

の
立
場
か
ら
佐
々
木
芳
利
議
員
と
佐
々

木
功
夫
議
員
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
反
対
〉　

中
村
勝
明
議
員

　
24
年
度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
の
２
議
案

に
つ
い
て
３
点
を
指
摘
し
て
反
対
す
る
。

　
第
１
点
目
は
職
員
体
制
で
す
。
24
年

度
の
総
職
員
数
は
70
人
。
そ
し
て
、
社

会
保
険
加
入
の
臨
時
職
員
は
新
年
度
当

初
で
29
人
。
そ
し
て
、
派
遣
職
員
５
人

の
体
制
で
各
特
別
会
計
総
額
１
４
６
億

円
と
い
う
膨
大
な
総
予
算
を
こ
な
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
事
実
上
の
「
復

興
元
年
」
で
あ
り
、
国
県
の
強
力
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
引
き
出
し
、
地
域
住

民
、
村
内
各
種
団
体
の
総
力
を
挙
げ
て

村
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
職
員
体
制
の

充
実
が
重
要
で
あ
る
。

　
第
２
点
は
、
村
出
資
の
第
三
セ
ク

タ
ー
２
社
で
す
。

・
株
式
会
社
陸
中
た
の
は
た
。
新
年
度

当
初
予
算
の
村
観
光
振
興
企
業
経
営
支

援
補
助
金
の
う
ち
一
つ
は
長
期
債
務
償

還
費
補
助
分
と
し
て
４
２
０
０
万
円
。

運
営
費
補
助
分
と
し
て
過
疎
債
を
活
用

し
て
４
５
０
０
万
円
、
計
８
７
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
年
１

月
24
日
の
臨
時
議
会
で
賛
成
５
、
反
対

３
で
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
大
規
模
改
修
が

議
決
さ
れ
、
そ
れ
を
営
業
再
開
さ
せ
る

た
め
の
予
算
措
置
で
あ
り
、
到
底
賛
成

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
村
が
85
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
資
割

合
を
も
つ
第
３
セ
ク
タ
ー
「
陸
中
た
の

は
た
」。出
資
割
合
で
経
営
責
任
を
持
っ

て
い
る
訳
で
あ
り
、
し
か
も
羅
賀
荘
の

土
地
建
物
は
す
べ
て
村
有
で
あ
り
巨
大

津
波
で
被
災
し
た
建
物
の
大
修
繕
な
ど
、

村
民
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
聴
取
す
る
と

か
、
地
域
懇
談
会
を
開
催
す
る
の
が
、

私
は
民
主
主
義
の
大
原
則
だ
と
議
会
議

決
を
し
た
今
で
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。

・
第
３
セ
ク
タ
ー
の
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田

野
畑
。
先
月
新
聞
報
道
の
県
内
第
３
セ

ク
タ
ー
の
決
算
状
況
は
、
平
成
22
年
度

の
決
算
の
公
表
で
す
。
営
業
開
始
直
後

だ
け
に
、
容
易
で
な
い
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
負
債
が
資
産
を
上
回
る
債

務
超
過
６
７
９
５
万
円
は
深
刻
で
あ
り
、

「
原
発
な
ど
震
災
も
影
響
し
て
い
る
も

の
と
み
ら
れ
」
と
の
こ
と
、
い
ず
れ
何

ら
か
の
手
立
て
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
第
３
点
目
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
す
。
平
成
20
年
４
月
施
行
の
こ
の
制

度
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
共
通
し
、

こ
の
理
論
の
背
景
に
あ
る
の
が
自
己
責

任
論
で
あ
り
中
味
、
内
容
は
、
応
益
負

担
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
変
更
を

望
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
反
対
討

論
と
し
ま
す
。

〈
反
対
〉　

宮
森
鋭
幸
議
員

　
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
は
本
村
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
あ
り
ま
す
こ

と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず

人
命
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
現
有

施
設
が
存
在
し
て
い
る
こ
の
地
域
は
津

波
の
浸
水
想
定
地
域
内
に
あ
り
、
危
険

で
も
あ
り
高
台
移
転
を
お
勧
め
し
た
経

緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
有
施
設
で
再
開
し
た
と
し

て
も
震
災
の
事
を
考
え
ま
す
時
に
利
用

宿
泊
客
の
激
減
が
予
想
さ
れ
経
営
に
影

を
落
と
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
赤
字
が
雪
だ
る
ま
式
に
膨

れ
上
が
り
村
民
の
税
金
を
ま
た
次
か
ら

次
へ
と
会
社
に
投
入
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
と
村
財
政
に
黄
色
い
信
号
が
点
灯

し
な
け
れ
ば
良
い
が
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
。
村
民
が
納
得
す
る
で
し
ょ
う
か
。

子
や
孫
の
代
ま
で
負
の
遺
産
を
残
し
て

は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
私
の
対
案

で
ご
ざ
い
ま
す
が
村
長
が
強
調
し
て
お

り
ま
す
対
話
の
村
政
を
考
え
て
み
ま
す

と
き
に
、
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、
多

く
の
村
民
の
声
に
よ
く
耳
を
傾
け
現
有

施
設
で
の
再
開
の
可
否
を
直
接
聞
い
て

み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
急
が

ず
に
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
将
来
展
望

を
見
つ
め
な
が
ら
村
民
の
声
を
尊
重
し

て
高
台
移
転
を
模
索
し
て
見
る
の
も
一

つ
の
方
途
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
を
お
勧
め
す
る
と
同
時
に
一
般

会
計
の
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
に
関
す
る
部
分

に
つ
い
て
の
み
反
対
し
討
論
と
し
ま
す
。

〈
賛
成
〉

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
予
算
関
連

７
議
案
条
例
改
正
等
８
議
案
合
わ
せ
て

15
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
般

会
計
に
お
け
る
当
初
予
算
は
、
１
２
５

億
２
４
０
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。
歳
出

の
主
な
も
の
は
災
害
廃
棄
物
処
理
29
億

３
千
万
円
、
漁
港
建
設
23
億
８
千
万
円
、

住
宅
建
設
29
億
７
千
万
円
、
雇
用
創
出

事
業
１
億
４
千
万
円
な
ど
で
あ
り
震
災

の
復
旧
復
興
関
連
の
予
算
が
約
８
割
で

あ
り
ま
す
。
い
ま
最
も
望
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
住
宅
再
建
、
漁
業
の
復
旧
復
興
、

雇
用
創
出
、
就
労
対
策
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
早
期
執
行
早
期
事
業
着

手
が
前
進
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
と
確

信
し
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

〈
賛
成
〉　

佐
々
木
功
夫
議
員

　
中
村
議
員
が
指
摘
し
て
い
る
職
員
数

の
問
題
は
、
昨
年
３
月
11
日
の
震
災
に

よ
り
災
害
な
ど
の
復
旧
復
興
の
た
め
に

急
遽
職
員
を
盛
岡
市
、
紫
波
町
か
ら
の

応
援
を
得
て
復
旧
復
興
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年
度
一
般

会
計
予
算
１
２
５
億
２
４
０
０
万
円
の

予
算
を
組
み
入
れ
る
た
め
に
、
そ
の
場

の
立
場
の
職
員
が
県
、
国
に
お
願
い
し

て
の
予
算
を
組
む
努
力
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
宮
森
議
員
が
指
摘
し
て
い
る
羅
賀
荘

問
題
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
一
言

に
い
わ
せ
れ
ば
復
興
予
算
と
い
う
位
置

づ
け
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ

に
反
対
し
た
と
私
は
理
解
せ
ざ
る
を
得

な
い
わ
け
で
す
。

　
中
村
議
員
の
指
摘
し
て
い
る
農
用
地

整
備
に
係
る
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
己
負

担
の
件
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
こ
れ
は

事
業
も
終
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

い
ま
さ
ら
他
町
村
で
の
引
き
合
い
で
や

る
こ
と
は
決
し
て
好
ま
し
く
な
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
は
８
割
近
い
予
算
が
復
旧
復

興
の
た
め
の
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
何
よ
り
も
復
旧

復
興
を
最
大
限
に
、
１
日
も
早
く
成
し

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
で
あ
り
、

新
年
度
予
算
は
復
旧
復
興
の
予
算
だ
と

い
う
こ
と
を
位
置
づ
け
て
賛
成
討
論
と

し
ま
す
。

佐々木 芳利議
員

11月の再開目指す羅賀荘
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４
月
１
日
に
田
野
畑

－

陸
中
野

田
間
の
運
行
を
再
開
し
た
三
陸
鉄

道
。
私
は
７
日
、
小
学
生
の
娘
２

人
と
田
野
畑

－

久
慈
間
を
往
復
し
、

三
鉄
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。
久

慈
か
ら
の
車
内
は
立
ち
乗
り
客
も

出
る
ほ
ど
の
混
雑
。「
４
月
１
日

に
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
」
と

運
転
士
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
。
乗
車
し

て
い
た
男
の
子
が
「
早
く
全
部
つ

な
が
れ
ば
い
い
ね
」
と
母
親
に
話

す
姿
を
見
て
、
み
ん
な
が
三
鉄
を

応
援
し
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
▼
４
月
号
の
広
報
ク
イ
ズ
、

少
し
難
し
か
っ
た
で
す
か
ね
？　

実
は
全
問
正
解
者
が
１
人
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
せ
っ
か
く

皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
は
が
き
な
の

で
抽
選
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
く
ま
で
も

う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
ね
▼
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
山
菜
採
り
な
ど

で
山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

な
ど
は
絶
対
に
や
め
、
山
火
事
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
ジ
オ
や
鈴
を
携
帯
す
る
な
ど
、

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
の
準
備

も
お
忘
れ
な
く
。

（
政
策
推
進
課　

佐
々
木
和
也
）
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大森  心
し ん

太
た

くん（１歳４カ月）
父・泉さん、母・美紀さん＝西和野＝

お母さんからのひとこと

　果物や魚が大好き。何でもよく食べ、
元気いっぱいの子です。知らない人の
前ではお利口さんだけど…。思いやり
のある強くてたくましい子に育ってね。

早野  天
て ん

真
ま

くん（１歳７カ月）
父・敬二さん、母・芽衣さん＝島越＝

お母さんからのひとこと

　ヨーグルトとモヤシが大好き。ひょ
うきんで甘えん坊な子です。いつもブ
ロックやボールで遊んでいます。健康
で思いやりのある子に育ってね。


